
政策評価・事務事業評価シート 
 

 

【事業名称】   太田市金券取扱事務事業 
 

 H２９年度予算額 H２８年度決算額 H２７年度決算額 

事業費        ３，６１３，０００円         ４，１１９，８７６円        ３，９９８，４８４円 

    

 

事業評価チェック表 
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・事業の概要  金券の発行、販売、換金事務（金券取扱加盟店への振込）を行う。 

・ねらい    金券を発行することにより市内の消費拡大と景気の浮揚を図る。庁内各課で支出する報償費や助成金を金券で対応し、地域振

興及び商業振興につなげる。 

・予算     平成２９年度予算額 ３，６１３，０００円 

Ｄ
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・事業実績（販売、換金状況）  販 売 額     換 金 額     換金率 

平成２６年度   830,145,500円  820,185,500円   98.8% 

平成２７年度   418,498,000円  417,662,500円   99.8% 

平成２８年度    181,213,500円  146,900,500円   81.1%（Ｈ29.3.31 現在）※使用期限Ｈ29.12.31/換金期限Ｈ30.3.31 
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評価項目 評価基準 
評価（該当

欄に○） 
評価コメント 

必要性 
（市民ニーズ） 

きわめて必要性が高い  金券は市内のみで使用できることから、市が出す報償

費や助成金により、市内の消費拡大をはかることがで

きる。また、満遍なく、市内のいろいろな業種のお店

で、使用することができることから、地域振興という

面からも、必要性は高いと思われる。 

必要性が高い 〇 

どちらかと言えば必要性がある  

必要性が低い  

必要性がない  

公共性 
（民間委託・移譲できない

か） 

民間委託・移譲できない  以前、商工振興連合会で金券を発行したことがあるこ

とから、例えば幼稚園入園料補助金の金券を、子育て

関連の企業や店舗と提携し発行するなど、民間と連携

した金券の発行を研究するなどし、将来的には、民間

への委託・移譲を検討すべき。 

民間委託・移譲することは難しい  

民間委託・移譲することも検討 ○ 

一部民間委託・移譲すべき  

全て民間委託・移譲すべき  

費用対効果 
（コストに見合った成果

があるか） 

きわめて効果的である  

費用的には印刷代のみで、多い年度で４億ものお金が、

市内で消費されることから、消費拡大などに効果的で

ある。 

効果的である ○ 

どちらかと言えば効果的  

どちらかと言えば非効果的  

非効果的である  

優先性 
（他事業に優先し実施す

る必要があるか） 

きわめて優先性が高い  
市内の消費拡大や、直接的な経済に影響を及ぼすとい

う意味での地域振興を図る事業としては、優先性は高

いと思われるが、商店街などへの商業振興策としては、

他に有効な施策があれば、そちらを優先すべき。 

優先性が高い  

どちらかと言えば優先性がある ○ 

優先性が低い  

優先性がない  

成果 
（目標の達成状況） 

きわめて成果があがっている  現金と異なり、使用期限があることや、預貯金ができ

ないことから、市の政策で出したお金が、一定期間の

中で確実に市内に流通する。爆発的な経済効果がある

わけではないが、市内の消費拡大や景気浮揚への成果

はあがっていると思われる。 

成果があがっている ○ 

どちらかと言えばあがっている  

どちらかと言えばあがっていない  

成果はあがっていない  

総合評価 

きわめて良好である     高い換金率を維持しており、事業が市民に浸透してい

ることを証明している。また、市からの様々な報償費

や助成金が、確実に市内に流通することから、事業の

ねらいである市内の消費拡大と景気の浮揚に貢献して

いると思われ、良好に事業が行われていると考える。 

良好である        ○ 

おおむね良好である     

問題がある         

不適正である        
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改善 
（今後の方向性） 

評価基準 
評価（該当

欄に○） 
議会評価（今後の事業展開） 

拡充する  太田市金券は広く市民に浸透し、市内の消費拡大に寄与

するなど、良好に事業が行われていることが伺える。今

後は、加盟店の数や業種を増やす努力、民間との連携な

どで、中小の店舗の活性化に繋がる、更なる取り組みを

積極的に進めていただきたい。また、紙の「券」にこだ

わらず、利用者の利便性の向上、印刷費の削減、加盟店

や市職員の事務負担の軽減などに繋がるようなカード

方式の金券など、ＩＣＴを活用した新しい金券の仕組み

づくりを研究していただきたい。 

現状のまま継続する  

改善・効率化し継続する ○ 

見直しのうえ縮小する  

廃止する  
 

 


